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一般送配電事業者の 2019年度収支状況等の事後評価について 

 

 
 
 
１．趣旨 

令和３年２月２２日付にて、経済産業大臣から、一般送配電事業者の収支状況の確認につい

て本委員会宛てに意見の求め（資料４－３）があったところ。 

これを受け、料金制度専門会合において、一般送配電事業者の 2019 年度収支状況等の事後

評価（ストック管理・フロー管理等）を実施することとする。 

また、託送料金の低廉化と質の高い電力安定供給の両立を促進するとともに、2023 年度よ

り導入する新託送料金制度の設計・運用の参考とする観点から、各社の事業状況（経営効率化

や高経年化対策等）の分析・評価を実施する。 

 

 

２．本年度の進め方（案） 

料金制度専門会合において、以下の項目について分析・評価する。 

 

① 法令に基づく事後評価（全 10社） 

・超過利潤累積額管理表及び乖離率計算書による事後評価 

（ストック管理及びフロー管理） 

・廃炉等負担金を踏まえた評価 

 

② 事業者ヒアリングによる追加的な分析・評価 

・以下の項目について事業者ヒアリングを実施する。 

(ⅰ)託送供給等収支の状況 

（北陸電力送配電、関西電力送配電、中国電力ネットワーク、沖縄電力） 

（ⅱ）送配電事業等の実施状況について 

（北陸電力送配電、関西電力送配電、中国電力ネットワーク、沖縄電力） 

 新託送料金制度における設定目標に対する取組 

 設備投資計画（拡充投資と更新投資）と実績費用の差異 

 中長期の設備投資計画と設備投資費用のイメージ 

（ⅲ）関西電力調達等審査委員会の活動状況（関西電力調達等審査委員会） 

（ⅳ）東京電力ＰＧの廃炉等負担金の水準の算定根拠（東京電力ＨＤ） 

 

 

 

 

 

 本年度における一般送配電事業者の収支状況等の事後評価の進め方について、ご審議

いただく。 
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３．スケジュール 

２月２４日（本日） 電力・ガス取引監視等委員会 

          ・事後評価の進め方について審議 

 

３月上旬 料金制度専門会合 

      ・法令に基づく事後評価 

      ・事業者ヒアリングによる追加的な分析・評価 

         

３月中旬 電力・ガス取引監視等委員会 

・法令に基づく事後評価の結果について経済産業大臣に回答 
 

３月下旬 料金制度専門会合とりまとめ、委員会への報告 

 

 

（参考）２０１８年度託送収支の事後評価における開催時期 

２０２０年  １月１０日 経済産業大臣から電力・ガス取引監視等委員会へ意見聴取 
        １月１５日 第２４８回電力・ガス取引監視等委員会 
              （事後評価の進め方について審議） 

１月２１日 第３９回料金審査専門会合 
２月 ６日 第２５２回電力・ガス取引監視等委員会 
      （法令に基づく事後評価結果の報告、経済産業大臣への回答 

について審議） 
電力・ガス取引監視等委員会から経済産業大臣へ回答 

        ２月２１日 第２５４回電力・ガス取引監視等委員会 
（全体とりまとめ結果の報告）  


